
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「自治医大卒業生 女性医師支援 NEWS vol.４１ 

vvol.23vol.ol.23volvol.22」 

平成 ２９年７月 地域医療推進課発行 

子育てに関する 行政制度及び NPO法人サービスについて 

第２４回 「子ども・子育て支援地方の取り組み」 

」 
 

病児の病児保育施設への送迎 

 

栃木県宇都宮市では平成２９年３月から、保育園などでお子さんが体調不良になり、保護者が仕事など

の都合で迎えに行くことができない場合に、病児保育施設の看護師・保育士などが保護者の代わりに保育

園まで迎えに行き、病児保育施設が連携している医療機関の医師の診察を受け、保護者が迎えに来るまで

病児保育施設で預かる送迎対応が実施となりました。仕事などを急に休みにくい保護者の負担軽減に加

え、体調不良の児童への迅速な対応が目的で、全国では東京都板橋区や富山市などが実施しています。

栃木県内市町では初めてとなります。 

送迎サービスは国の補助制度事業として実施し、国と

県、市がそれぞれ３分の１を負担します。宇都宮市は２０１

７年度当初予算案に２５００万円を計上しています。 

【送迎サービス実施病児保育施設】 ４か所 

【送迎サービス費用】 無料 

【病児保育利用料】 １日２５００円 

【対象となる子ども】 保育園などに通う市内在住の 

０歳～５歳児 

【利用見込み】 各施設とも月 10件程度 

【利用要件】 施設への事前登録 

栃木県宇都宮市子ども部 保育課 事業支援グループ  

ＴＥＬ：028-632-2392 ＦＡＸ：028-638-8941 

  ◆◆◆トピック◆◆◆ 
 
東京都内でも最も早く、「お

迎えサービス付き病児・病後児

保育事業」を実施した板橋区。

平成 21 年よりサービスを開始

し今年で 9年目となりました。 

現在も 2つの総合病院で継続、平成 28年の実績

は延べ 38名となり、子どもと保護者を支えています。 

板橋区子ども家庭部 保育サービス課 

ＴＥＬ：03-3579-2480 FAX：03-3579-2487 

⓪事前登録 
病児保育施設の看護
師等と保護者・子どもが
面接と事前登録 

①保護者への連絡 

お子さんが体調
不良です 

②‐1病児保育、 
送迎サービスの 
利用を申請 

どうしてもすぐに迎え
に行けない 

②‐2病児保育、 
送迎サービスの利用 

の申請済を連絡 
③病児保育施設
の看護師等による
お子さんのお迎え 

④病児保育施設と 
の連携病院で診察 

⑤病児保育 

⑥保護者のお迎え 

保育施設 

病院 

病児保育施設 

保護者 

【病児保育施設への送迎の流れ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高崎市子育てなんでもセンター 

平成 29年 4月、高崎市は子育て中の人や妊娠中の人が 1か所で気軽に

さまざまな相談ができ、必要な支援を受けられる新しい施設、「高崎市子育て

なんでもセンター」をＪＲ高崎駅より 1キロほどの市街地にオープンしました。 

 安心して子どもを産み、育てることができることを目的に、子育て支援、就労

支援、託児など、市・関係機関・NPO 団体などが一体となって運営する子育て

支援の拠点として期待されています。 

 

◆◆◆子育て相談、交流・プレイルーム◆◆◆ 

保健師・保育士・教育相談員が、子育ての不安や悩み、子どもの健

康や発達などについての相談や市の子育て支援事業等の紹介を行いま

す。各幼稚園・保育所（園）・認定こども園の園長や施設長も日替わりで

相談を受け付けます。また、乳幼児向けの簡易な遊具、おもちゃなどで、

気軽に遊んだり、休憩したりできます。 

【運 営日 】火曜日～日曜日（祝日、年末年始を除く。） 

午前 10時～午後 6時 

【協力団体】高崎市保育協議会、高崎市私立幼稚園・ 

こども園協会、高崎市母子等保健推進員 

【お問合せ】ＴＥＬ：027-393-6101 ＦＡＸ：027-393-6104 

 

◆◆◆就労相談◆◆◆ 

子育て世代の就職相談や求人情報の提供、再就職支援などを行っています。毎

週水曜日はハローワークが、火～金曜日はNPO法人プロサポートのスタッフが、子育

て世代の仕事に関する相談を受け付け、出産・子育てで離職した人の再就職、ひと

り親の就労支援、資格取得やキャリアアップの相談等にも応じます。 

【運 営日 】火曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く。） 午前 10時～午後 5時 

【お問合せ】ＴＥＬ：027-393-6102 ＦＡＸ：027-322-6615 

高崎市田町 71番地 多機能型住居オ

アシス高崎 2階フロア 

 

◆◆◆託児ルーム（高崎キッズサポートかしの木）（一時預かり）◆◆◆ 

子育て中のリフレッシュ（映画観賞や観劇、買い物、美容院など）、急な用事（冠婚葬祭、急な仕事、地域行事な

ど）の際に、気軽に利用できる託児ルーム。常時保育士の資格を持つスタッフが対応しています。一時預かりで、長

期的、定期的な利用は行いません。 

【 運 営 】NPO法人ぐんまこどもわくわくサポーターズ 

【運 営日 】毎日（年末年始を除く。） 午前 7時 30分～午後 10時（最終受付は午後 8時 59分まで） 

【対象児童】生後 6か月～小学 3年生までの児童※初回は、0・1歳児は 2時間、2歳児以上は 6時間まで 

【利用料金】1時間につき 300円（1時間未満は 1時間として計算）※別途おやつ・食事・ミルク代等が必要。 

【利用方法】事前登録。登録後、その日の利用も可。1 ヵ月先までの予約も可。 

【お問合せ】ＴＥＬ：027-393-6103 ＦＡＸ：027-393-6106 



 

 

 

 

とどくかな 

作：三浦太郎 
出版社：偕成社 
発行日：200７年 6月 
読んであげるなら １歳～ 
定価： 864円（本体価格） 
 
クレーン車や消防自動車など、子
どもの大好きなはたらくくるまが登
場。それだけでも夢中になってし
まいますが、シンプルな絵と、「と
どくかな？」「とどいた！」の繰り返
しで、親子で本を読む楽しさが素
直に感じられる幼児絵本。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み、子どもたちの過ごす時間もいつもより少し

増えますね。そんな子どもたちは、みな電車や車が大

好き、普段見かけない車や電車に大興奮。そんな、

子どもたちの心に届く、乗り物の絵本を紹介します。表

紙を見ただけで、きっと目がキラキラしてきますよ。 

 

絵 

 

本 森 

 

の 

 
でんしゃにのったよ 
作：岡本雄司 
出版社：福音館書店 
発行日：2013年 4月 
読んであげるなら ３歳～ 
定価： 900円（本体価格）  
 
男の子が、お母さんと東京のいと
この家に行くことになりました。ロー
カル線から新幹線に乗り継ぎ、電
車の旅を楽しみます。途中鉄橋
を渡ったり、お弁当を買ったりと、
絵本を見ているだけで、電車の旅
をのんびり楽しんでいるような気分
になります。 

      

      

 

 

 

  

―夏休み情報― 2017 年７月 8 月運行スタート  列車案内 

「ポケモンウィズユートレイン」（ＪＲ東日本‐大船渡線）

ポケモンの被災地支援活動「POKÉMON with YOU」の全面協力で運行していた「POKÉMON with 

YOU トレイン」が 2017 年 7 月 15 日にリニューアル運行。列車の内外にピカチュウが発生し、「寝そ

べりピカチュウ」と記念写真の撮影や、運転士気分も味わえます。 

【運転区間】 一ノ関駅 ‐ 気仙沼駅（岩手県） 

【料   金】 乗車券の他に指定席料金が必要。指定席料金 大人 520 円・子ども 260円（全席指定）。 

【参照ＨＰ】  http://www.jreast.co.jp/pokemon-train/index.html 

「パンダくろしお『 Smile アドベンチャートレイン』」（ＪＲ西日本‐きのくに線等）    
JR 西日本とアドベンチャーワールドがコラボ、特急「くろしお」号にアドベンチャーワールドのシーンをラッピングした列

車が運行します。パンダフェイスに加え躍動する動物たちの様々なシーンをデザインされています。 

【運転区間】  京都駅（京都府） – 新宮駅（和歌山県） （8月 5日は天王寺駅（大阪府）‐白浜駅（和歌山県）） 

【運行期間】  2017年 8月 5日(土)〜2019年 11月頃(予定)  

＊運航日及び時間については、8月 5日以降のスケジュールは未発表。ＪＲ西日本の窓口でご確認ください。 

【料   金】  通常の乗車券と特急料金 

【参照ＨＰ】  記事 http://www.aws-s.com/pressrelease/pdf/170714.pdf 

SL「大樹」（東武鉄道 -東武鬼怒川線）    
約５０年ぶりの蒸気機関車（ＳＬ）復活を目指してきた東武鉄道が、ＪＲ北海道所有のＳ

Ｌ車両「Ｃ１１形２０７号機」を借り受け 2017 年 8月 10日よりＳＬ「大樹」を運行します。 

【運転区間】  下今市 – 鬼怒川温泉（栃木県）    

【運 行日 】 2017年度（土休日を中心に９８日間運転予定） 

【料   金】 ＳＬ座席指定料金  大人 ７５０円、小児 ３８０円＊区間内一律料金 

【参照ＨＰ】  http://www.tobu.co.jp/sl/ 

 編集：NPO 法人とちぎユースワークカレッジ http://www.youthworkcollege.jp/ 
 
 

http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=1447#book1
http://www.youthworkcollege.jp/

